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論文の内容の要旨
　信頼性は，多くの入出カシステムについて，性能やコストと同様に重要なメトリックである。磁気ディスクの
訂正不可能ビットエラー（㎜ccrrectab1e　bit　error）は，セクターの読み出しが不正確になることである。すなわ
ち，関連したセクターのECC（Error　Correcti㎎Code）により，そのセクターのエラーを訂正することができず，
また繰り返してデータを読み出そうとしても正しいデータが得られないというものである。訂正不可能ビットエ
ラーは，ディスクアレイの信頼性に大きな影響を与える。しかしながら，今までの研究ではこれは無視されてき
たか，あるいはあまりよく考慮されていなかった。
　本論文では，訂正不可能ビットエラーの問題を中心としてディスクアレイの信頼性解析を行っている。本研究
は，2つの部分に分かれている。1つは，RAID（Redundant　Array　ofInexpensive　Disks一一Inexpensiveは後に
Independentに変えられた）レベル5とdec1ustered－Parity　RAIDの信頼性解析である。残るもう1つの部分は，
4つのディスクアレイシステム（HS，PS，BD，DS）の信頼性比較である。本研究では解析的なモデルが提案され
ている。それによりディスクアレイシステムのMTTDL（Mean　Ti狐e　To　Data　Loss）の計算式を得ている。数値
計算の結果に基づき，dec1ustered－parity　RAIDに対しては，パリティストライプサイズ（parity　stripe　size），ディ
スク修復時間（reconstmcti㎝ti㎜e），ライトフラクション（wr1te　fraction　o圭data　accesses）などの要素が，ディ
スクアレイシステムのMTTDLにどのように影響するかを論じている。そして，データアクセス率が高い場合に
は，BDが4つのディスクアレイシステムの中で信頼性が一番高いということを論じている。
審査の結果の要旨
　本研究は，訂正不可能なビットエラーを考慮に入れたディスクアレイシステムの信頼性を解析的に求め，また
それに基づいて，具体的ないくつかの方式を評価したものであって，情報工学上貢献するところが大きいと判断
される。
　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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